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まえがき 

この 追 補 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 日本 人間工学 会 (JES) 
/財団法人 日本規格協会 (JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日 
本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した もので， これによ つて， JISZ 8513:1994 は 改正 
され， 一部が 置き換えられた。 

し の追ネ 南 は， ISO 9241-3:1992, Ergonomic requirements lor office work with visual display terminals ( VDTs ； 
一 Part 3: Visual display requirements に対して， 2000 年に 発行され た Amendment 1 を 翻訳し， 技術的 内容 を 
変更して 作成 した 日 本 工業規格の 追 補で あ る 。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 を もたない。 



(1) 
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白 紙 



(2) 



著作権法に よ り 無断での 複製， ife 載 等 は 禁止 さ れて おります。 
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人間工学 一 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業 一 
視覚 表示 装置の 要求 事項 
(追 補 1) 

Ergonomics— Office work with visual display terminals(VDTs)— 
Visual display requirements 
(Amendment 1) 



序文 この 追 fffi は， ISO 9241-3:1992, Ergonomic requirements for office work with visual display terminals 
(VDTs)-Part 3: Visual display requirements に対して， 2000 年に 発行され た Amendment 1 を 翻訳し， 技術的 
内容 を 変更して 作成した。 
JISZ 8513:1994 を， 次のように 改正す る。 

L 規格 名称の 右 欄の 部門 記号 番号の 対応 国際規格 を 示す 括弧 書き を 削除す る。 

2. 0. 序文の 最後の 文章に， 次の 文 を 追加す る。 

附属 書 C は， この 規格の 規定の 一部で ある。 附属 書 A， B 及び D は， 参考 規定で ある。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一覧 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 2 (参考） に 示す。 

3. 適用 範 H の 末尾に， 次の 備考 を 挿入す る。 
備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD 
(修正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 
ISO 9241-j:1992, Ergonomic requirements for office worK with visual display terminals (VDTs) — Part 
3 : Visual display requirements (MOD) 

4. 7.1 を 次に 置き換える。 

7.1 この 規格への 適合 性 は， 5. のす ベての 必す （須） 要求 事項 を 満たす ことによって 達せられる。 

試験 デ イス プレイ が 新 し い 技術 を 使つ ており， 定量 的 測定が 困難で あつ た り 不可能で あったり する ため 
に， 5. の 規定 を 満たす 物理的 測定 を 行う ことができない 場合， 適合 性 は， 附属 書 C で 詳細に 規定され てい 
る 試験 方法 及び それに 関連した 必す （須） 要求 事項 を 用いて 明確な 結果 を 得る ことによって 達せられる。 



著作権法 により 無断での 複製， 艇載等 は 禁止され ております。 



2 

Z8513 ： 2006 

5. 7.2 の 7. 2 e)^ び 考を 削除す る 。 

6. 附属 書 C を， 次に 置き換える。 
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附属 書 c (規定） 視覚 作業 性 及び 快適 性 試験 

C.1 基本原理 

C.1.1 (附属 書の） 目的 この 附属 書 は， 本体 5. で 規定す るすべ ての 物 通 的な 要求 事項 を 満足す る ことが 
できない， 新しい 技術 を 使用した フラット パネル ディスプレイ など [例えば， EL (dectrolimrinescent), FED 
(field emission displays)] の VDT に対する 画質の 試験 方法 を 規定す る。 試験 は， 検索 作業に よる 視覚 作業 性 
の 評価 及び 視覚 快適 性の 評価で 構成し， これら 二つの 評価 結果 を 合わせて， ディスプレイの 画質 を 判定す 

る。 

C 丄 2 (附属 書の） 利用 方法 この 附属 書の 意図 は， 本体の 規定に 対する 適合 性 を 確認す る 試験 を 実施で 
きない ディスプレイ に対して， 試験 方法 を 提供す る ことに ある。 この 試験 方法 は， 代替 試験 手法で はない。 
したがって， ディスプレイ 製造業 者 は， 本体 5. で 規定して いる 物理的な 要求 事項 又は この 試験 方法の いず 
れ も 選択す る こと がで き る 。 新た な 技術 を 使用して いる ディスプレイ に対して は， 本体 6. で 規定 している 
試験 方法で は， 定量 的な 測定が 困難 又は 不可能で ある。 このため， この 試験 方法 は， 本体 5. で 規定して い 
る 要求 事項に 従って 試験す る ことができない ディスプレイ に対して， 試験す る 手段 を 提供す る （本体 7.1 
参照)。 

C.1.3 試験 方法の 概要 この 試験 方法 は， 試験 対象と なる ディスプレイに 表示され た 英数字の 中の ター ゲ 
ッ ト 文字に 対する 被験者の 検索 作業 性と， 基準 ディスプレイでの 同一 被験者の 同一 作業に おける 検索 作業 
性と を 比較す る ことによって， 視覚 情報 を 伝達す る 効果 を 測定す る。 ここでの 効果と は， ユーザーが 視覚 
的な ターゲット 文字 を 正確に， 力、 つ， 速く， しかも 視覚 的な 不 快感な しに 検索で き， かつ, 認識で きる こ 
と を 意味す る。 ディ ス プレイ カ^ この 特定の 視覚 的 検索 作業に よ る 視覚 作業 性の 評価 及び 視覚 快適 性の 評 
価に 合格 すれば， 英数字 以外の 文字 及び ビジネスで 使用す る ダラ フィックスな どの 他の 情報 表現に ついて 
も， 同等の 性能と みなす ことができる。 この 試験の 従属変数 は， 被験者の 視覚 的な 文字 検索 作業の 検索 速 
度 及び 順序 尺度 を 用いた 視覚 的 快適 性の 主観 評点と する。 試験 結果の 組合せに よって， ディスプレイの 画 
質 を 判定す る。 この 試験 は， 予想され る ユーザーの 母集団 を 代表す る 被験者 を 用い， オフィス 環境 を 想定 

して fr う。 

この 手法， すなわち 経験的 視覚 快適 性の 評価と 組み合わせた 無意味 文 を 用いる 文字 検索 作業 は， 当初， 

IPO, Center for Research on User-System Interaction の 研究者に よって 開発され， 試験され た （Boschman & 
Roufs 〖3]) 。 

試験 対象と なる ディスプレイ （以下， 試験 ディスプレイ という。） の 画質 は， 本体 5. の必す （須） 要求 事 
項 を 満たして いるか 又は まさ （優） つてい る ことが 分かって いる 基準 ディスプレイ との 対比に よって 評価 
される。 試験 ディスプレイが この 試験に 合格す るた めに は， 視覚 的な 検索 作業に おける 検索 速度 及び 主観 
評点の 両方が， ある 最小の 要求 事項 を 満足して いなければ ならない。 試験 ディスプレイの 作業 性が， 基準 
ディスプレイ の 作業 性 よりも まさ （優） つてい るか 又は 劣って いるか を 判断す るた めに， 順序 統計 又 は 堅 
ろう （牢） 性が 同等な 統計 手順 を 用いる。 

C.1.4 バイアスの 排除 すべての 試験， 特に 心理学 試験に おいて は， 偏りが 生じ やすい。 そのため 評価 は， 
このような 試験に ついて 必要な 教育 を 受けたり， 少なく とも 1 年の 経験 を もつ 適任者の 監督 下で 行われる 
ことが 望ましい。 人間 を 対象と する 試験に 関する 指針 は， アメリカ 心理学 会 （1990) [23] 及び イギリス 心理学 
会 （1 99 1) [27] を 参照す る ことが よい。 

試験 管理者 は， すべての 潜在的な エラーの 原因 を 最小限に する 力、， コントロール できる ようにす る こと 
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が 望ましい。 次の リスト は， バイアス 及び エラーの 潜在的な 要因 を 示して いる 力、 すべて を 挙げた もので 
はない。 

一 被験者の 選定 （例えば， 特定の 年齢 群 を 選択す る こと を 避ける。） 

- ディスプレイの 配置 （試験 中， 基準 ディスプレイ は， 本体 5. の 要求 事項 をす ベて 満たさなければ なら 
ない。） 

- 環境 条件 （一方の ディスプレイに 不利な 条件に ならない ように， 照明 及び その他の 条件 は 等しくな け 

れ ばなら ない。） 
- 被験者への 指示 （公平に 行わなければ ならない。） 

C.2 被験者 被験者 は， 予想され る ユーザーの 母集団 を 代表す る サンプル である ことが 望ましい （本体の 
適用 範囲で 特定され た オフィス 作業 を 行う 人。）。 すべての 被験者 は， 設計 視 距離に おいて， 正常 又は 矯正 
によって 正常な 近 見 視力 を もっていなければ ならず， 検索 作業 性 又は 画質の 知覚に 影響を及ぼす こ とが 明 
ら かな 身体 的 又は 生理的 状態で あ つて はならない。 

C.3 ディ ス プレイ 試験 ディ ス プレイ は， 製品 又は 製品 と 同等の 仕様の も のでなければ な ら ない。 例えば， 
グ レア 及び 反射 を 防止す る フィルタ 及び 処理 は， 組み込まれて いなければ ならない。 基準 ディスプレイ は， 
試験 ディスプレイの 製造業 者 又は 販売 業者から 提供され るか 又は 指定され なければ ならず， 本体 5. の 要求 
事項 をす ベて 満足す るか 又は まさ （優） つてい なければ ならない。 

ディスプレイ は， 区別の 目的で ラベル を 付けても よい （例えば， ディスプレイ 1 及び ディスプレイ 2)。 
これらの 条件の 下， 被験者 は， いずれが 試験 ディスプレイで， いずれが 基準 ディスプレイ か は 知らされな 
いこと が 望ましい。 そのため， 被験者の 半分に 対して は， 試験 ディスプレイ を "ディスプレイ 1" とし， 
残りの 半分の 被験者に 対して は 基準 ディスプレイ を "ディスプレイ 1" とする のがよ い。 

C.4 試験 設備 及び 試験 環境 

C.4.1 一般的 要求 事項 試験 は， 結果に 影響を及ぼす 可能性が ある， 注意 散漫 を 招く もの 及び 外からの 干 
渉 を 排除した 場所で 行わなければ ならない。 周辺 環境 条件 は， ISO 9241-6 で 規定され ている 範囲 内に しな 
ければ ならない。 周辺 環境 条件 は， 快適で なければ ならず， 試験 中 及び 試験 ごとで 著しく 変動して はなら 
ない。 

C.4.2 環境 温熱 環境， 周囲の 騷音 レベル， 周囲 光 及び 作業 面の 反射 は， JISZ 8515 及び ISO 9241-6 の 要 

求 事項 を 満足し なければ ならない。 環境 照明 は， グ レア 及び 鏡面 反射 を 最少に する ように， 設計され なけ 
れ ばなら ない （JISZ8517 參 照）。 照明 条件 は， 試験 中 及び 試験 ごとで 一定に 保たなければ ならない。 被 験 
者に は， 試験 前に 10 分 間 試験 室で 試験 室の 照明 環境に 順応 させなければ ならない。 

備考 この間， 実験者 は， 被験者に 試験に ついての 指示 を 行う とよい。 
C.4.3 試験 用 設備 ディスプレイ 及び 関連 機器 （例えば， キーボード） は， JISZ 8515 の 要求 事項に 適合 
し た 作業 面 に 置かなければ ならない。 

試験 ディスプレイと 基準 ディスプレイとの 視 距離 は， 設計 視 距離に 設定す る。 この 距離 は， 高さが 調整 
可能な 頭部 • あご （顎） 固定 台 を 用いて 一定に 保つ ことが 望ましい。 

頭部 'あご （顎） 固定 台の 高さ 調節に ついては， 試験 ディスプレイと 基準 ディスプレイとの それぞれに 
対する 目の 高さ 力、 すべての 被験者で 同じになる ように 調節す る ことが 望ましい。 被験者の 目の 位置 は， 
本体 5.2 で 要求 されて いる 視線 角 に 適合 し な ければ な ら ない。 
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基準 ディスプレイの 明るさ 及び コントラストの 設定 条件 は， 基準 ディスプレイ を 指定した 試験 ディ スプ 
レイの 製造業 者 又は 販売 業者に よって 示さなければ ならない。 これらの 設定 条件 は， すべて 本体 5. の必す 
(須） 要求 事項 を 満足す るか 又は まさ （優） つてい なければ ならない。 

備考 明るさ 及び コントラスト を 特定す る 測定 手法 は ， 本体で 規定 されて いる。 
試験 ディ ス プレイ の 製造業 者 又は 販売 業者の 要望に よって， 試験 ディ ス プレイ の 明るさ 及び コン ト ラス 
トの 設定 条件 は， 

a) 製造業 者 又は 販売 業者が 指定した 条件に 固定。 

b) 被験者 個々 に 最適な 条件に 調整 可能。 

のい ずれ か を 製造業 者 又は 販売 業者が 選択す る こ とがで きる。 

いずれの ディスプレイ も， 試験 前に 少なく と も 20 分 間， 予 熱しなければ ならない。 被験者が 座る いす （椅 
子） は JIS Z 8515 の 要求 を 満足 し な ければ な ら ない。 

C.5 試験 方法 

C.5.1 試験 用の 表示 試験に 用いる 表示 は， 様々 な 言語 用の 文字 集合が 記載して ある ISO/IEC 8859 にお 

いて， 既定の 8 ビット 1 バイトで コード 化された 文字 集合から 抽出し， 生成され る 無意味 文と する。 ユー 
ザ 一が アルファベットで テキスト を 表示で きない システムに なじ （馴染） んで いる 場合 は， テキスト は 2 
バイトで コード 化された 文字 （例えば， アジア 文字） で 表示され る。 この場合， 用いた 言語 を 適合 証明 報 
告 書に 記載し なくて はならない。 各 試験で は， ある 文字 部分集合 （例えば， "A" 〜 "Z"， "a" 〜 "Z" 及 
び "0" 〜 "9") を 用いる。 試験 ディスプレイ 及び 基準 ディスプレイの 双方の ディスプレイに， 同一の 部分 
集合 を用レ ^ な ければ な ら ない。 

次 の よ う な 条件 に 従って， 無意味 文 を 作成 しな けれ ばな ら ない。 
一 無意味 文 は， スペースで 区切られた ランダムな 文字列で 構成され なければ ならない。 
一 試験 ディスプレイと 基準 ディスプレイと では， 無意味 文の 行数 及び 1 行 当たりの 文字 数 （スペース を 
含む。） は 一定と する。 

― 1 行 当たりの 文字 数 は， 行の 長さ （cm) カ^ 行から 行までの 距離 （すなわち， 表示 領域の 高さ を 最大 
表示 行数で 除した 値） の 25 倍 未満になる ように 設定す る。 ただし， スペース を 含めて 1 行 当たり 30 
文字 以上に する のが 望ましい。 無意味 文の 合計 文字 数 は， スペース を 含めて 400 文字から 600 文字に 
する。 無意味 文の ブロック （C.5.2 参照） の 大きさ は， 5 ブロック （四隅 及び 中央） がー 度に 表示で き 
る 場合， 表示 領域に 占める 大きさ を 最大化す ると 同時に， ブロックの 重なり を 最小化す るよう に 設定 

す る 。 ？ノ _1 丄ヒ 系;？ 字. き. 歷ヒ き. 場合 i も…；^ 字 S えき-， 腐-き-せ:^ -も丄 ヒ^^^ 
一 各 被験者 は 試験 課題 において， 一つの ターゲット 文字が 幾つ あるか 数える ように 指示 される （例 え ば， 
被験者 X は， 試験 中 "A" を 探す ように 指示され， 被験者 y は， "R" を 探す ように 指示され る。 ；―- さ 

f- 考— -… -"— ョ-" - き-え ニグ：: ど.— ト-ズ 字 t-t を こ— A は丄き fM まき 〔こ-き 餐ぇ 

- ヹ,… …ョ A …爻 1— リ丄 -MS 乂ヒを k 3 ?— k — . 

一 ターゲットの 数 は， スペース を 含めた 全体の 文字 数の 2〜3 % にす る。 
一 ターゲットの 位置 は， 行頭 又は 行末に 置かない という 制約の もとで， 無作為と する。 
一 テキスト は， 一定 数の スペース を 含む。 スペースの 割合 （すなわち， スペース を 含めた 全体の 文字 数 
に対する スペースの 数） は 15 % とする。 平均の 単語 長 は 言語に よって 異なる 力、 15 % の スペース を 
含んだ 無意味 文 は， 文字列 長の 分布と いう 点で， 通常の テキス トに 類似して いる。 スペースの 位置 は， 
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次の 制約に よって， ランダムに 設定す る。 

a) 行頭 及び 行末が スペースであって はならない。 

b) スペースが 二つ 連続して はならない。 
C) 最短の 文字列 長 は 2 文字と する。 

C.5.2 手順 画面 上 5 か 所のう ち 1 か 所に （活字 組み） 無意味 文の ブロック を 表示す る。 被験者の 作業 は， 
無意味 文の 文字 を 読んで 目標と する 文字 を 検索す る ことで ある。 

無意味 文の ブロック を 画面の 左上， 右上， 左下， 右下 及び 中央に 表示す る。 ブロックの 中央部 分の 文字 
列が， ほぼ 画面の 表示 領域 (active area) の 中心になる ように， ブロックの 中心 を 表示す る。 ブロックの 一角 
が 画面の 角に 接する よう に 表示す る。 

被験者に 対して， ディスプレイ 上の 画質 評価 (quality of the image) が 試験の 目的で ある こ と を 伝える。 も 
し， 実験の 目的の ために， 試験 ディスプレイの 製造業 者 又は 販売 業者が， 明るさ 及び コントラスト を 被 験 
者が 調整で きる ように 決定した 場合 は， 被験者 は それ を 自由に 調整で きる。 基準 ディスプレイの 明るさ 及 
び コントラストの 設定 は， 製造業 者 及び 販売 業者の 指示に 従って 行う。 被験者 は， これらの 調整 を 行う こ 
とがで きない。 

備考 ユーザーが ディスプレイ を 調整す る こと を 許される 場合 は， この こと 力く ユーザーに 実験 対象 
の ディ ス プレイ である こと を 示す 可能性 及び それが 実験 結果に 影響す る こと を， 製造業 者 又は 
販売 業者 は 理解して おく。 これ は， ユーザーに 試験 前に 調整 を 依頼し， 次に， 調整 部 を 隠して 
試験 を 行う ことによって 防ぐ ことができる。 
五つの 試験 プロ ックを 5 か 所に ランダムに 表示させる。 被験者に 無意味 文 を 上の 行から 下の 行に かけて 
読む ことと， ターゲット 文字 を それぞれ 見付けて いくこと を 説明す る。 初期 学習 効果 を 防ぐ ために， 被 験 
者 は， この 実験の 前に 少なくとも 10 回 以上の 無意味 文 （すなわち ブロック 10 回の 訓練） を 練習す る。 学 
習の 誤差 は， この 実験での 表示 順序に よる 相殺に よって， コントロール される。 これらの 練習 は， 無意味 
文 を 表示 可能な 5 か 所の どこに おいても 行われるべき である。 練習 は， 試験 ディスプレイ 及び 基準 ディ ス 
プ レ ィ の 両方で 行われな ければ な ら ない。 

練習 は， 被験者に よる 無意味 文 ブロックの 結果に， 誤りが なくなる まで 続ける。 練習から 得られた デー 
タは， 画質 評価に は 使わない。 

この 試験に おいて， 実 I 食 者 は， 各 ブロック において 被験者が ター ゲッ ト 文字 を 見付ける のに 要する 時間 
及び 誤り 数 を 測定す る （C.6 参照)。 被験者 は， ブロック ごとの 試行 間で 10 秒から 1 分 間の 休憩 を 取る こ 
とがで きる。 

事前に 決められた キー 又は ボタン を 押す こと 力、 試行の 開始， ターゲットの カウント， 試行の 終了 を 意 

味す る こと を， 被験者に 説明す る。 

キーボード 又は 他の 適切な 入力装置が， この 目的の ために 使用可能 である。 もし， キ一 ボード を 使う の 

であれば， 試行 開始 7 終了に は ENTER キー を， ター ゲッ トを 数える のに は スペース キー を 使う のがよ い。 

試行 開始と 終了との 間の 時間が， この 試行の 検索 時間と して 記録され る。 

被験者に， 誤り を できるだけ 少なく し， できるだけ 速く 作業す るよう 説明す る。 

被験者の 半分 は 基準 ディ ス プレイ を 最初に， 残 り の 半分 は 試験 ディスプレイ を 最初に 使用す る。 

ディスプレイの 視覚 検索 作業 (visual search task) の 終了後， 被験者に 対して ディスプレイの 画質に ついて 9 

段階 (1 ： 悪い〜 9: 良い) の 評点 を 質問す る。 試験 ディ ス プレイ 及び 基準 ディ ス プレイ の 試行の 終了後， 

被験者 に 視覚 快適 性 を 尋ねて， ディスプレイの 知覚 的 画質の 評価 とする。 
いかに 答えるべき か を 説明す るた めに， 被験者に 次の 指示 文 を 示す。 
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"あなたが 今 使った ディスプレイの 視覚 快適 性に ついて 判断して く ださい。 あなたの 判断に 従い， 数字 
に 〇 を 付けて く ださい。" 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

悪い 普通 (Neutral) 良い 

備考 被験者に 対する 説明の 例 は， C.5.4 を 参照。 
C.5.3 タスク 条件 試験 ディスプレイ 及び 基準 ディスプレイの 表示 属性 （文字 サイズ， 解像度， 視角， フ 
オン ト など） は， それら を 指定した 製造業 者 又は 販売 業者に よって 示されなければ ならない。 これらの 属 
性 は， 適合 証明 報告書で 述べ ら れな ければ な ら ない。 

- 試験 ディスプレイ 及び 基準 ディスプレイの 両方で， 同じ フォント を 用いなければ ならない。 この フォ 
ント は， 本体の 5.4〜5.6， 5.8〜5.10 及び 5.11 において， 文字の サイズ， 形状 及び 間隔に ついて 定義 さ 

れ ている 必す （須） 要求 事項に 適合した 固定 幅 フォントで なければ ならない。 
- それぞれの 被験者に 対して， 決められた ター ゲッ ト 文字 を， 実験 全体 を 通して 用いなければ ならない。 
- ターゲット 文字 は， 使用され る 他の 文字と 中程 度の 識別 性 を もたなければ ならない （例えば， 0， 

又は Q は 用いない。）。 この 試験 方法 は， フォント デザイン を 評価す る 目的で はない。 

参考__-!^提き^511別まも_(も-體がぁ让す_€?^：?：^^で^-な」」— ま_な,_纏度がます？^なヒ；も：?ぁ§^9__ 
_ ダ ーゲッ トの 出現 数 は， 異なる 無意味 文 間で 変える ことが 可能で なければ ならない。 

- 一人の 被験者に 対して 行われる 全 試行 を 通じての ターゲット 総数 は， 基準 ディスプレイと 試験 ディ ス 

プレイと で 一定に しなければ ならない。 被験者 は， これらの 総数に ついて 知らされて はならない。 
一 被験者 一人当たりに 用意す る 無意味 文の ブロックの 数 は， 記憶 効果 を 防ぐ ために 十分 多く しなければ 

ならない。 適切な 値 は 20 である （又は 被験者 一人 当た り の 試行 数が 少なければ， これ 以下で もよ い。）。 
- 無意味 文 は， すべての 条件 （ディスプレイ） 及び ノ 又はす ベての 被験者 を 通して， バランス よく 表示 
しなければ ならない。 

- 被験者 は， テキスト を 1 行ず つ， 各行 は 左から 右， 又は 右から 左へ， 母国語に 当てはまる 読みの 方向 

に 従って 読む のが 望ましい。 
一 検索 時間 は， ディスプレイに 無意味 文が 表示され たらす ぐに 開始し， 検索 終了 を 被験者が 示した とき 

に 終了す る。 

- 被験者 は， ターゲット を 見付けた とき ごとに ボタン （又は キーボードの キー） を 使わなければ ならな 
い。 数えられた ターゲットの 数 は， 被験者が 集中して いる ことの チヱ ック として 記録され なければ な 
ら ない。 作業 性の 測定 は， 1 ブロック において 記録され た ター ゲッ ト数 力、 真の 夕 ーゲッ ト 数と 10 % 

以上 異なる 場合 は， その ブロック における 結果 は， 統計 処理から 除外され なければ ならない。 
- 被験者 は， 開始 Z 終了 時間の 記録に は， 別の ボタン （又は キー） を 使わなければ ならない。 

C.5.4 被験者への 教示 これら は， 実験者 側の 条件， 環境， 文化な どに よって 修正され るべき 教示 例で あ 
る。 例えば， これらの 教示 は， 母国語の 読みの 方向が 左から 右で ある 国に おいての キーボード 入力が 想定 
されて いる。 キーボード でない 入力 デバイス を 用いる 場合， 左から 右の 方向 以外の 読み （右から 左， 上 か 
ら下） の 場合， 修正す る 必要が ある （補足： 被験者 側の 条件な ど を どこかに 書く。）。 

教示 は， 被験者に 書面で 提示され なければ ならない。 例えば， 次の ような 文章 を 提示す る。 
"この 試験に 参加して くださり ありがとう ございます。 この 試験の 目的 は， 文字の 読みやすさ を 評価す 
る ことです。 ディスプレイ を 試験す るので あって， あなた を 試す ので はない こと を ご 理解く ださい。 

次に 示す 例と 同様の 画面 （無意味 文の ブロック） が 表示され ます。 あなたの 課題 は， 大文字の "A" を 
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探す ことです。 ぶぁ.きぇ：7__ゲク..ヒ；??_?^_ジ墜_び_ま__1：。___普通の文章を読むょ う に， 表示され た 文章の 左上から 
右下に 読んで ください。 試行の 準備が できたならば， キーボードの ENTER キー を 押してく ださい。 画面 
上の 5 か 所 （左上， 右上， 左下， 右下， 中央） のい ずれ かに 無意味 文カ嚷 示される とすぐ に 検索 作業 を 開 
始 してく ださい。 大文字の "A" を 見付けたら， キーボードの スペース キ 一を 押してく ださい。 全文 を 読 
み 終わったら， 再度 ENTER キ 一を 押してく ださい。 できるだけ 速く， 正確に 画面 を 見ながら 作業して く 
ださい。 各 画面で ターゲットの 数 は 変わり ますので， 各 画面で 正しく 読み， 探し， ターゲット 文字が ある 
こと を できるだけ 速く 正確に 示す ように 注意して ください。 何 か 質問が ありましたら， 今， 私に 尋ねて く 
ださい。" 

WhwNdzo zltpvy ICCAe kDw he t3 
TkW3rm8U ya BpE 02B LSY A5 She 
PQtb 9 0DViRCDG IH pSM yEqZz 6F 
jyA3 sATQesa AtvJUU VLH Oulp2JBE 
vbR llYBrVr SA9mr DmPETLV 2u02 
フ phnFd2oyT 83ee zKoSh KyiTJgAL 
vXMu SKugm 3ElkxsOWhCKlFTMA T6 
LuGF5 ad HsicT HOjkHv ssAq U8Q 
8dW rmrtfGqh HCsnGdYIMQEXTS fo 
ol XVw6 2VogMFo6 PH uJD3c DX j 8 
yW 5LN 6BvO fGPhdZ Cn x9gUiaH3 
fySFoauaxj UeK bKQz 2u2a MmnCN 
4t HT30FuMUSo piqluUhS tdRbKlTn 
Ez 33Q 6w fvVR ?B gyz Ns5 SAmi 
7T5k 6bc2 ZHl f JmDO GwJ9 ECKYm 
Xob3m tS SU ZR el 3lFg Iwc j4w 
nToPDF RCUb nyMHs rMlOoizFLSdx 
a2Z sD AK5R1 QBjil wBeeA L2R20 

C.6 測度 

C.6.1 —般 二つの 測定値 を 各 被験者の 試行 結果から 記録す る。 練習の データ は， 次の 解析に 使って はな 

ら ない。 

測定値と して は， 次の 二つが ある。 

a) エラー 率 10 % 未満の 試行から 得られた 平均 検索 速度 

b) 視覚 快適 性に 対する 主観 評点 
エラー 率 £ は， 次のように 定義され る。 

E 二 "— I X1QQ % 
To 

ここに， r。： 被, 験 者に 提示され た 無意味 文の ブロック 内の タ一 ゲッ ト 文字 
の 総数 

Te ： 被 S 黄 者が 数えた ター ゲッ ト 文字の 総数 
もし， 五が 10 % 以上 （すなわち 10 個の 夕 ーゲッ トセ ッ 卜が 存在した ときに， 間違えた 数が 1 以上の 場 
合） ならば， その 試験 結果 は 解析から 除外す る。 

C.6,2 平均 検索 速度 記録され た 検索 時間 7； から， 有効な 試験 (五く 10 %) に 当てはまる 被験者の 達成度と 
して， 平均 検索 速度 （文字 Z 秒） Vs が 次のように 計算され る。 
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こ こ に， rk ： ある 被 S 贪者の 有効な 試験 回数 

無意味 文 内の 文字 総数 （スペース を 含む。） 

備考 試験 ディスプレイ 及び 基準 ディスプレイ に対する Vs の 値 は， 連続した 被験者に 対して 逐次 検定 

手順 を 適用 するとき に 解析され る （C.7 参照)。 

C.6.3 主観 評点 各 被験者 は， 試験 ディスプレイ 及び 基準 ディスプレイに 対し， 視覚 的 快適 性 を 主観的に 

評価し， 9 段階 尺度で 評点 を 付ける ことと する。 

参考 この 評点 は， C.7 に 記載した ように， 順次 參加 する 被験者に 对 して， 逐次 検定 手順 を 用いて 解 

析 してよ い。 



C.7 結果の 統計 処理 

C.7.1 —般 適合 性 試験で は 逐次 解析 を 用いる こと を 推奨す る。 この 手法で は， 帰無仮説の 統計的な 信頼 
性 を 検定す るた めに 必要な 被験者の 数 を， 大幅に 削減す る ことができる。 

参考 1. 逐次 解析の 主な 特徴 は， 被験者 数 を 先に 決めない ことで ある。 そして， 一組の 被験者の 結果 
が 収集 される ごとに， 帰無仮説の 正当性が 検定 される。 
2. ほかの 統計的な 手順 及び 分析 方法 は， これと 比較して 同等 以上に 強い 検定 力が あれば 用いて 
よい。 

次の 逐次 解析の 手順 を 使用し ない 場合， 検定 及び 統計 解析で， 標準偏差 が 0,5 のとき に， 第 2 種の 誤 
りが 0.05 以下に なること を 保証し なければ ならない。 そして， 判定 基準び （製造業 者 又は 販売 業者の 危険 
率） が 0.05 以下に なること を 保証し なければ ならない （表 C.1 参照）。 

結果の 統計 処理 は， 基準 ディスプレイ に対する 試験 ディスプレイの 従属 測定値 （評点の 差分） を 比較す 
る ことで ある。 二つの 製品が 同等で ある こと を 証明す る 統計的 検定 方法がない ため， 試験 製品の 性能が 基 
準 製品よ り も 有意に 劣って いるか どうか を 判定す る 検定 方法 を 用いる。 も し， 試験 製品が 基準 製品よ り も 
有意に 劣って いなければ， この 試験 製品 は， この 規格に 適合す ると 考えられる。 

したがって， 帰無仮説/ fo は， 試験 ディスプレイの 得点 力ま， 基準 ディスプレイと 同等 か 優れてい る， であ 
り， 対立 仮説/ /| は， 試験 ディスプレイの 得点 力 5 基準 ディスプレイよりも 有意に 悪い， である。 
C.7.2 —般 理論 統計的 判定 は， 2 種類の 誤り を 生じ やすい。 第一 種の 誤り （タイプ 1) は， 帰無仮説 を 
誤って 棄却す る ことで あり， 第二 種の 誤り （タイプ 2) は， 棄却すべき 帰無仮説 を 誤って 棄却し ない こと 
である。 これら 2 種類の 危険 率 は， 通常， a 及び /3 の 記号で表される （表 C.1 參 照)。 



表 C.1 統計的 検定 を 用いた 判定の 種類 





検定 後の 判定 


試験 ディスプレイ を 採用 


試験 ディスプレイ を 棄却 


試験 ディスプレイ は， 基準 デ 
イス プレイ と 少なく とも 同じ 

か， 良い (//o)。 


正しい 判定 


第一 種の 誤り ： 

製造業 者 又は 販売 業者の 危険 
率 a 


試験 ディスプレイ は， 基準 デ 
イス プレイ よ り 悪い (//|)。 


第二 種の 誤り ： 

使用者の 危険 率 /5 


正しい 判定 



逐次 検定で ない 場合， 実験の 被験者 数 は， Hays によって 改造され た 次の 公式 を 用いて， 事前に 確定し な 
ければ ならない [3 1 ] 。 
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も + fV) 
N 二 ― 

D- 

ここに， ^iff， ： パに相当する正規偏差値 （Z 値） 

D ： 標準偏差 

例えば， 及びお を 各 0.05 に 設定し， 標準偏差の 半分の 平均値の 違い を 検定す るた めに は， 

W 二 2(1.65 + 1.65)2 
0.5" 

すなわち， 少なく とも 87 人の 被験者 を 用いる ことになる。 
C.7.3 統計的 検定 Barnard の U test (Barnard, 1946) は， 表示 文字の 平均 検索 速度 及び 視覚 的 快適 性の 評点 
を 用いて， 試験 ディスプレイ と 基準 ディスプレイ と を 比較す るた めに 用いられる。 表 C.2〜C.4 は， Barnard 
の U test の 手順 及び 実際の 使用例 を 示 した も ので あ る 。 



表 C.2 Barnard の U test の 説明 



手順 


Barnard の U test 




(i) ct の 値 を 記録す る。 a は， ディスプレイが 同等で あ 
る ときに 有意差が あると 判定す る 場合の 危険 率で あ 
る。 ^の 値 を 記録す る。 だは， ディスプレイが 実際 は 
異なる とき に 有意差が な V ^ と 判定す る 場合の 危険 率で 
ある。 これらの 値 はいずれ も 0.05 とすべき である。 

(ii) D の 値 を 記録す る。 Z) は， 検 知すべき 平均値の 差で 
(その 1 単位 は， 標準偏差 である。） 0.5 とすべき であ 

る。 


a, /3 
D 


2 


各 被験者から 得られる 基準 ディスプレイの スコア 点 を 
ズ0 とし， 試験 ディスプレイの 評点 を: Cl とする。 


ぶ 0， ぶ I 




スコアの 差分 を 計算す る。 


ぶ 一ぶ 1 


4 


すべての 被験者 か ら 得ら れた 差分の 合計 7^ を 計算す る 。 






差分の 平方和 ヌを 計算す る。 


5'=Z(xo-X|)^ 


6 


統計 値 ひ を 計算す る。 


U=FlylS 




この 統計 値と Cf， &び D によって 求めた ひ 及び ひ 1 
との fei 界値を 比較す る。 

もし， ひく ひ であるならば， 帰無仮説 は 棄却され ず， 
試験 ディスプレイ は 受け入れられる。 

もし， ひ > ひ, であれば， 帰無仮説 は 棄却され， 試験 デ 
イス プレイ は 受け入れられない。 

もし， ひ さ ひさ ひ 1 であれば， 採否 判定 はでき ず， 試験 

を継綺 しなければ ならない。 





試験 ディスプレイと 基準 ディスプレイとの 平均 検索 速度 （1 秒 当たりの 文字 数） を それぞれぶ 1 と ズ0 とし 

て， 次の 例 を 検討す る。 
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表 C.3 Barnard の U test を 用いた 逐次 検定の 例 



N 


ぶ 1 




ぶ 一 ぶ 1 


F 


S 


ひ 


ひ (a) 


ひ 1 (a) 




9.78 


7.92 


-1.87 


一 1.87 


3.50 


— 1,000 






つ 


17.19 


14.48 


-2.70 


- 4.57 


10.8 


-1.391 






3 


38.32 


39.39 


1.08 


一 3.49 


12.0 


— 1.007 






4 


16.08 


14.20 


-1.88 


一 5.37 


15.5 


-1.364 








13.56 


12.17 


-1.39 


- 6.76 


17.4 


一 1.621 






6 


19.57 


11.45 


一 8.12 


-14.88 


83.4 


一 1.629 


-2.070 






6.26 


6.38 


0.12 


- 14.76 


83.4 


— 1,616 


— 1.790 




8 


8.20 


7.06 


一 1.14 


-15.90 


84.7 


-1.728 


-1.510 


2.560 


9 


24.16 


22.23 


-1.93 


-17.83 


88.4 


-1.896 


-1.330 


2.510 


10 


10.35 


7.90 


-2.45 


-20.28 


94.4 


-2.087 


-1.150 


2.460 


11 


13.83 


10.37 


-3.46 


一 23.74 


106 


-2.306 


-1.034 


2.436 


12 


12.21 


6.97 


一 5.24 


-28.98 


134 


-2.503 


-0.918 


2.412 


備考 

注 (a) 


N は， 被験者 数で ある （他の 記号の 意味 は， 表 C.2 で 説明して いる。）。 
表 C.4 に 示 し た 境界 値で あ る 。 







8 人目の 被験者 以降， ひく ひ となって いるので， 帰無仮説 は 棄却され ない。 すなわち， 試験 ディ スプレ 
ィ での 検索 速度 は， 基準 ディスプレイと 比べても 有意に 遅く はなく， 試験 ディスプレイ は， 文字 検索 速度 
に関する 試験に パスす る。 

C.8 適合 適合 性 は， 次の 2 点 を 満足す る ことで 達成され る。 

a) 試験 ディスプレイの 検索 速度が， 基準 ディスプレイから 得られた 検索 速度よ り も 有意に 遅くない。 

b) 試験 ディスプレイから 得られた 視覚 的 快適 性 力ま， 基準 ディスプレイの それよりも 有意に 低くない。 

C.9 Barnard の U test の 境界 値 表 C.4 は， (X= 0.05， お = 0.05, D-0.5 としたと きの Barnard の U test の 
境界 値 を 示した ものである。 これらの 値 は， Davies の 文献 [29] にある 表 L.3 の 値に （線形 回帰 を 用いて） 補 
間して 求めた ものである。 [ ] で 示した 境界 値 は， 境界線 を 引く 補助 手段の ためで あり， これら を 意思 決 
定に 用いて はならない。 
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表 C.4 Barnard の U test に お け る 境界 値 



綱 余 者 


^0 




被 驗者 




^1 


2 


L 0.7 ひ」 




45 


Q 7Q 


2,44 




「一 5 45 1 

L 丄〜」 




46 


0.816 


2.45 


4 


「一 3 nl 


「3 Oil 

LJ). り丄」 


47 


0.842 


2.46 




「一 2 6l 

し ム 


「2 87l 
しム • / _i 


48 


0.868 


2.47 


リ 


— 2.07 


「フ 7^1 


49 


0.894 


2.48 




― 1 79 


[2.645] 


50 


0.92 


2.49 




— 151 


2 56 


51 


0.944 


2.499 


9 


一 1 .33 


2.51 


52 


0.968 


2.508 


10 


— 1 ハ 


2.46 


53 


0.992 


2.517 


11 


― 1 0^4 


1 435 


54 


1016 


2.526 


12 


— 0.918 


2,412 


55 


1.04 


2.535 


13 


—0 802 




55 


1 064 


2.544 


14 


— Q 586 


2.364 


57 


1 088 


2.553 




— n SI 

U.J 1 


ム. J サ 


5g 


1.112 




1 u 


り • 卞フ 




J . ノ 


1 135 


2,571 


1 7 

上 1 


― Q 49,6 


つ 328 


リリ 


1.16 


2.58 


丄 o 


—0 


2.322 


61 


] Ig 


2.59 


1Q 

丄 フ 


— 282 


つ； 316 


52 


1.2 


2.60 


20 


— 0.21 


2 31 


63 


1,22 


2.61 


21 


— 0.154 


2.308 


54 


1.24 


2.62 


ムム 


リ. リフ 




U J 


1.26 




23 


— 0.042 


■7 304 


66 


1 .28 


2.64 


74 


014 


9 10 フ 


u / 






25 


Q 07 


2 3 


6g 


1 32 


2,66 




114 


1 304 


u プ 


1 34 


2.67 


97 


0.158 


2 308 


70 


1.36 


2,68 


28 


0.202 


2.312 


71 


1378 


2.69 


29 


0,246 


2.316 


72 


1.396 


2.70 


30 


0.29 


2.32 


73 


1.414 


2.71 


31 


0.328 


2.328 


74 


1 432 


2.72 


32 


0.366 


2.336 


75 


1.45 


2.73 


33 


0.404 


2.344 


76 




2.74 


34 


0.442 


2.352 


77 


1.486 


2.75 


35 


0.48 


2.36 


78 


1.504 


2.76 


36 


0.514 


2.368 


79 


1.522 


2.77 


37 


0.548 


2.376 


80 


1.54 


2.78 


38 


0.582 


2.384 


81 


1.557 


2.79 


39 


0.616 


2.392 


82 


1.574 


2.80 


40 


0.65 


2.4 


83 


1.591 


2.81 


41 


0.678 


2.408 


84 


1.608 


2.82 


42 


0.706 


2.416 


85 


1.625 


2.83 


43 


0.734 


2.424 


86 


1.642 


2.84 


44 


0.762 


2.432 


87 


1.659 


2.85 



著作権法 により 無断での »1 MWN は續. |1:： されて おります。 



13 

Z8513 ： 2006 



7. 附属 書 D (参考） 参考文献 を， 次に 置き換える C 
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8, "参考 輝度の 測定 条件 及び 輝度 計に 関する 補足" の タイトル を， 次に 置き換える。 
附属 書 1 (参考） 輝度の 測定 条件 及び 輝度 計に 関する 補足 

9. 8. で 附属 書 1 とした 参考の 後ろに， 次の 附属 書 2 (参考） を 追加す る。 



著作権法 により 無断での ^»«等は禁止されてぉり ます。 



JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



附属 書 2 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JISZ8513 ： 1994 人間工学 一 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業 一 視覚 表示 装置の 要求 

事項 

J1S Z 8513 ： 2006 人間工学 一 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業 一 視覚 表示 装置の 要求 
事項 追 補 1 


ISO 9241-3 ： 1992 視覚 表示 装置 （VDTs) を 用いる オフィス 作業の 人間工学 

的 要求 事項 一 第 3 部 ： 視覚 表示の 要求 事項 
ISO 9241-3 ： 1992 追 補 1 ： 2000 


(i;)JIS の 規定 


(II) 国 

際 規格 
备 号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際 夫搬 との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の ズ m 


項目 

番号 


内容 




項目 

备 T 


内容 


項目 ごとの 
評価 


技術的 差異の 内容 




1. 適用 範囲 


単色 及び 多色の VDT の設 
計 及び 評価の ための 画質 
の 要求 事項に ついて 規定。 


ISO 
9241-3 


1 


JIS とほ ぼ 同じ。 


MOD/ 追加 


JIS は， ISO 規格に な 

い 漢字 • 仮名の 規定 

を 追加。 


日本語 機能 を 入れる ことが 必要。 次回 見 
直し 時に， 提案 を 検討す る。 


2. 用語の 定 

義 


主な 用語の 定義 を 規定。 




2 


JIS と 同じ。 


IDT 




― 


3.m» と す 
る 原則 


オフ ィ ス 作業 システムの 
設計 指針 を 規定。 




3 


JIS と 同じ。 


IDT 






4. 性 能 上の 

要求 事項 


この 規格の 目的 を 規定。 




4 


JIS と 同じ。 


IDT 






5. 設計 上の 
要求 事項 及 
び 推奨 事項 


設計 視 距離， 視線 角な ど 25 
項目に ついて 規定。 






J1S とほ ぼ 同じ。 


MOD/ 追加 


JIS は， ISO 規格に な 

い 漢字 • 仮名の 規定 

を 追加。 


日本語 梅 能 を 入れる ことが 必要。 次回 見 
直し 時に， 提案 を 検討す る。 


6. 測 定の条 

件 及び 方法 


VDT について， 測定 条件 及 

び 測定 方法 を 規定。 




6 


JIS とほ ぼ 同じ。 


MOD/ 追加 


JIS は， ISO 規格に な 

い 漢字 • 仮名の 規定 

を 追加。 


日本語 キ 能 を 入れる こ と が 必要。 次回 見 

直し 時に， 提案 を 検討す る。 


附属 書 C (規 
定） 


視覚 作業 性 及び 快適 試験 
について 規定。 




附属 書 C 
(規定） 


JIS とほ ぼ 同じ。 


MOD/ 追加 


JIS は， ISO 規格に な 

い 漢字 • 仮名の 規定 

を 追加。 


日本語 機能 を 入れる ことが 必要。 次回 見 
直し 時に， 提案 を 検討す る。 
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JISZ8513:2oo6 

人間工学 一 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業 一 
視覚 表示 装置の 要求 事項 
(追 補 1) 
解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 ，記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集， 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願い します。 

1. 制定の 趣旨 国際 標準化 機構 （ISO) では， 情報化社会の 進展に 伴う 労働 及び 作業の 情報化に 対処す 
るべ く， 視覚 表示 装置 （VDT) を 用いる オフィス 作業に おいて， 情報機器 利用者の 仕事の 促進 及び 利用者 
の 福利 '安全 を 目指し， そ の 実現の た めに 取り入れ るべ き 人間工学 上の 考慮 を 要求 事項 とした 国際規格 ISO 
9241 を 作成す る 活動 を 1983 年 以降 行って いる。 

情報 社会の 成熟 化に 伴い， 生産 活動 及び 日常 活動の 情報化が 一層の 進展 を 遂げて いる 現在， 原 規格が も 
た ら す 利用者 作業 成績 向上 及び 福利 促進への 貢献 を よ り 広範な 利用者 層へ と 拡大す るた め， 広く 情報機器 
を 利用 す る 活動への 拡張 を 念頭に おいて こ の 原案 作成 に 着手した。 

この 規格で は， ユーザー • コンピュータ 間の 直接 操作 対話に よる インタラクション に関して， 人間工学 
的 見地から 望ましい あり方 を 規定し， 対話の 設計 及び 評価に 資する こ と を， ひいては 仕事の 遂行の 促進， 
福利 • 安全の 確保 を 目指して いる。 

2. 制定の 経緯 国際規格 ISO 9241 は， 17 部から 構成され る 複数 部 規格で， 第 3 部が， 視覚 表示 装置に 
関す る 人間工学 上の 要求 事項 を 規定 している。 ISO 9241 の 第 3 部で は， ユーザーの 作業 性に よ る 比較 試験 
方法が 附属 書に 記載され ている 力、 発行 当時 は， まだ 検討 中であった。 そのため， ユーザーの 作業 性に よ 
る 比較 試験 方法 だけ を 切り出し， 別途 "追 補" という 形で 審議し， 発行され た。 この 規格 は， その 試験 方 
法に ついての 国際規格 対応の 日本工業規格と して 制定した。 この 規格 は， ISO 9241-3 Amendment 1:2000， 
Ergon omic requirements for office work with visual display terminals (VDTs) ― Part 3: Visual display reauirements 
AMENDMENT 1 の 翻訳 規格で ある。 

3. 審議 中 特に 問題と なった 事項 アジア 系 （2 バイトコード） 文字 を 用いた 場合， ISO 規格に 沿った 評 

価 実験 を 行う ことが 困難で ある。 このため， この 規格 を ISO 規格に 準じる か， 日本国内 向けに 内容 を 変更 
する 力、， が 問題と なった。 JIS である ことから， 日本語での 適用 を最 優先と し， 内容 を 変更す る ことと し 

た。 

4. 適用 範囲 この 規格の 標題に は， ISO 規格に 合わせて "視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業" の 言葉 

解 1 
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20 

Z8513 ： 2006 解説 

が 当てられ ている 力、 意図す る 適用 範囲 は， 事業所での 視覚 表^ 装置に 向かって 行う 代表的な 事務 作業に 
限定し ないで， 広く 何ら かの 情報機器 を 利用して 情報 を 扱う 活動 全体で あり， 原案 作成 は， この こと を 念 
頭に おいて 行った。 

5. 平成 14 年度の 人間工学 JIS 原案 を 作成す るに 当た り， 財団法人 日本規格協会の 委託 を 受けて， 日本人 
「3， 二 ぎ: 会に ISO 9241-3 Amendment 1 [Ergonomic requirements for office work with VDTs 一 Part 3: Visual 
display requirements AMENDMENT 1 ] の JIS 原案 を 作成 す る 分科会 力 《設 けられ， 審議 作成 を 行 つ た 。 2002 
年に 設置され た 委員会の うち JIS Z 8513 の 作成 を 行った 原案 作成 委員会 本 委員会 及び 分科会の 構成 表 を， 
次に 示す。 

JISZ8513 追 補 （人間工学 一 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業 一 視覚 表示 装置の 要求 事項） 

原案 作成 委員会 構成 表 

本 委員会 



備考 〇 印 は， 分科会 委員 を 兼ねる。 



分科会 

所属 

一 日本 電気 株式会社 
彦 沖 電気工 業 株式会社 
二 株式会社 ィ トーキ 
明 株式会社 東芝 



所 馬 

青山 学院 大学 

沖 電気工 業 株式会社 

経済 産業 省 産業 技術 環境 局 

財団法人 日本規格協会 

慶應義塾 大学 

神奈川 大学 

東京 埋科 大学 

静岡 大学 

日本 アイ • ビー • ェム 株式会社 

経済 産業 省 

日本 大学 

金 沢 工業大学 

株式会社 マニュアル 

九州 芸術 工科大学 

滋賀 医科大学 

NTT 東 日本 研究開発 センタ 

日本 光電 工業 株式会社 

ヒューマン ィ ン タフ ヱース 学会 （日本 電気 

株式会社） 

独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 
日本 生活協同組合 連合会 



(委員長） 
(幹事 • 事務局) 
(委員） 



解 



名 

氏 



中 

福 



義 

中 



裕 直 

舞 



査 事 員 

主 幹 委 



介彦 行進 男雄栄 明治り 夫子 志裕夫 一也 一 志 二 

, コ祐義 一 喜定 正 良 ゆ 和末剛 勝 俊隆伸 孝 啓 

ほ 頭 野 橋 本 野 本 須武谷 木 谷 原 山村 光 住 井 

矢 中 稲橋 林 堀 山 黒 吉中青 金 森 栃西米 有 福 横 丹 

〇〇〇 〇 〇 〇 



著作権法 により 無断での 複製， Ife 截零は 禁止され てお り ます。 



21 

Z8513 ： 2006 解説 



成蹊 大学 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 

三菱 電機 株式会社 

株式会社 日立 製作所 

富士通 株式会社 

京都 工芸 繊維 大学院 大学 

ミノルタ 株式会社 

滋賀 医科大学 

財団法人 日本規格協会 

キャノン 株式会社 

日本 アイ • ビー • ェム 株式会社 

経済 産業 省 



悟 保 樹幸太 成 夫夫 進 久治行 

直雅啓 一隆 勝 良 一 

田 木 松 村 本本 井山 本 村武橋 

窪 笹白中 松 森 坂 西 橋 嶋吉稲 



解 3 
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白 紙 



解 4 



著作 描法に より 無断での 複製， 贓 «WP は 禁止され ております。 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 規格 開発部 標準 課 [FAX(03)3405-5541 TEL(03)5770-157】] へ ご連絡 

く ださい。 

★JIS 規格 票の 正誤 票が 発行 さ れた 場合 は， 次の 要領で ご 案内 いたします。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌 "標準化 ジャーナル" に， 正. 誤の 内容 を 掲載いた します。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火曜日に， "日経 産業 新聞" 及び "日刊 工業 新聞" の J1S 発行の 広告欄 
で， 正誤 票が 発行され た JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤 票が 発行され た 場合， 自動的 
にお 送りいた します。 

★JIS 規格 票の ご注文 は， 普及 事業部 カス 夕 マーサ一 ビス 課 [TEL(03)3583-8002 FAX(03)3583-0462] 

又は 下記の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので， お 申込みく ださい。 
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